
っ
て
勝
尾
毒
の
歴
史
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、

そ
れ
を
で
き
る
だ
け
避
け
、
勝
羅
寺
と
周
辺
村
落

と
を
関
連
づ
け
な
が
ら
こ
の
地
域
の
中
世
の
展
朋

を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
ま

た
、
中
世
の
勝
尾
寺
領
が
現
市
域
の
か
な
り
の
部

分
を
占
め
、
こ
の
山
間
寺
院
を
中
心
と
し
て
こ
の

地
域
の
中
世
史
が
展
開
し
た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、

勝
尾
尋
文
書
を
中
心
に
み
て
い
く
こ
と
も
ま
た
当

を
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
興
味
深
い

の
は
、
測
器
寺
が
地
頭
職
を
も
っ
た
高
山
庄
を
め

ぐ
る
勝
尾
寺
と
領
家
浄
土
専
門
跡
、
在
地
領
主
高

山
智
な
ど
と
の
争
い
で
、
の
ち
の
戦
圏
大
名
高
ゆ

氏
の
成
長
過
程
も
追
及
さ
れ
て
い
る
。
中
世
の
文

化
財
と
し
て
は
、
め
ず
ら
し
い
八
天
之
石
蔵
の
勝

示
遺
構
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
調

査
報
告
と
い
え
よ
う
。

　
第
二
巻
は
島
闘
龍
雄
・
宋
中
哲
夫
。
藤
本
篤
ら

諸
氏
が
分
担
し
、
太
閤
検
地
か
ら
江
戸
幕
府
の
倒

壌
ま
で
の
政
治
・
経
済
・
文
化
に
わ
た
り
、
近
選

地
方
文
霧
を
た
ん
ね
ん
に
駆
使
し
て
記
述
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
巻
で
は
山
林
・
水
利
や
西
国
街
道
瀬

川
宿
な
ど
に
か
な
り
の
部
分
が
さ
か
れ
て
お
り
、

入
会
慣
行
・
争
論
・
交
通
制
度
な
ど
に
つ
い
て
興

味
深
い
事
実
が
多
い
。
中
世
以
来
の
寺
領
山
林
を

め
ぐ
っ
て
、
近
世
に
拾
頭
し
て
き
た
小
農
民
た
ち

と
寿
院
と
の
間
に
お
こ
る
山
論
は
興
味
を
そ
そ
る
。

全
体
と
し
て
い
え
ば
一
巻
と
二
巻
と
の
連
結
に
必

要
な
織
豊
政
権
成
立
に
い
た
る
戦
国
期
の
記
述
が

若
干
弱
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
望
む
の
は
史

料
的
な
制
約
を
無
視
し
た
な
い
も
の
ね
だ
り
で
あ

ろ
う
か
。

　
箕
面
市
で
は
ひ
き
つ
づ
い
て
摺
下
史
料
篇
刊
行

の
準
備
が
進
め
ら
れ
、
本
年
度
中
に
史
料
篇
の
一
、

以
下
一
年
一
冊
の
鶏
標
で
史
料
篇
の
二
、
三
が
ま

と
め
ら
れ
、
そ
の
後
に
露
量
の
近
・
現
代
篇
が
つ

く
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。
物
毎
寺
文
書
に
つ
い
て

は
、
か
つ
て
大
阪
府
が
計
画
し
、
第
一
巻
を
出
し

た
の
み
で
刊
行
を
申
断
し
た
い
き
さ
つ
が
あ
り
、

今
度
箕
面
市
に
よ
っ
て
大
規
模
に
そ
の
業
が
な
さ

れ
る
こ
と
は
、
歴
史
学
界
に
大
き
な
貢
献
を
な
す

も
の
と
し
て
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。
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新
修
島
根
県
史

史
料
篇

　
島
根
県
－
出
雲
、
石
茸
国
と
い
え
ば
、
原
始

の
昔
か
ら
、
古
代
、
中
世
、
近
世
、
近
代
を
通
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
特
質
に
応
じ
て
独
自
な

役
割
を
は
た
し
て
き
た
地
方
で
あ
る
。
昭
和
五
年
、

『
島
根
県
史
』
が
完
成
し
、
そ
の
歴
史
解
朔
の
基

本
文
献
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
を
抜

本
的
に
大
改
訂
す
る
仕
事
が
昭
和
三
十
五
年
置
ら

い
進
め
ら
れ
、
主
幹
田
村
清
三
郎
、
編
纂
貫
中
村

一
介
（
近
代
）
、
河
井
忠
親
（
古
代
、
近
世
）
、
勝

田
勝
年
（
中
世
）
諸
氏
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
て
い

た
史
料
簿
鯉
ハ
野
川
（
古
代
由
丁
世
・
近
世
ト
幽
下
－
・
近
代

上
中
下
）
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
多
く
の
新
史
料

と
、
研
究
者
の
利
用
し
や
す
い
よ
う
数
々
の
配
慮

を
加
え
ら
れ
て
、
学
界
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。
以

下
古
代
中
世
篤
を
中
心
に
紹
介
し
よ
う
。

　
ま
ず
古
代
は
、
　
六
国
［
史
、
類
聚
潮
幽
山
入
以
下
諸
史

料
・
文
書
の
島
根
県
関
係
の
抄
録
及
び
日
御
碕
神

社
蔵
の
鵬
雲
函
風
土
記
全
文
（
校
訂
加
藤
義
成

氏
）
を
掲
載
す
る
。
中
世
は
、
チ
家
、
北
島
家
、

日
御
器
神
社
、
、
鰐
淵
寺
、
雲
樹
寺
を
は
じ
め
、
出

雲
国
五
〇
家
、
石
見
國
三
二
家
、
隠
岐
四
家
及
び

萩
藩
閥
閲
録
な
ど
県
外
三
件
全
一
一
七
七
通
を
収

め
て
い
る
。
こ
れ
ら
文
霧
は
、
一
々
例
示
す
る
ま

で
も
な
く
、
た
ん
に
北
陽
の
一
地
方
史
に
と
ど
ま

る
も
の
で
な
く
、
ひ
ろ
く
中
世
の
政
治
・
経
済
・

文
化
の
根
本
史
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
も
の

が
多
数
に
の
ぼ
る
。
瞬
県
史
も
、
文
書
・
記
録
を
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原
体
裁
の
ま
ま
多
数
本
文
中
に
引
用
し
て
独
自
の

体
裁
を
示
し
て
い
た
が
、
文
書
集
の
形
式
、
内
容

を
も
っ
て
は
む
ろ
ん
本
書
が
初
め
て
の
公
祠
で
あ

り
、
旧
県
史
に
は
引
用
さ
れ
な
か
っ
た
史
料
は
多

数
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
，
し
か
し
、
本

書
の
特
色
は
、
た
ん
な
る
文
書
集
で
は
な
く
、
利

用
上
の
数
々
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
一
、
史
料
要
目
に
お
い
て
は
、
所
蔵

春
、
所
蔵
文
書
の
年
代
・
数
量
・
概
略
の
内
容
等

を
全
文
書
に
つ
い
て
整
理
し
（
な
お
、
本
書
登
載

文
露
は
、
中
世
全
文
書
で
は
な
く
、
省
略
さ
れ
て

い
る
も
の
が
あ
る
）
二
、
史
料
編
年
昌
録
、
で
は
、

元
暦
元
年
以
降
天
正
迄
を
編
年
に
、
年
次
未
詳
の

も
の
は
断
蔵
回
別
に
整
理
し
、
旧
県
史
、
　
『
大
日

本
史
料
』
　
『
鰐
淵
寺
文
書
の
研
究
』
等
に
引
用
さ

れ
て
い
る
も
の
は
関
係
箇
所
を
明
示
す
る
。
さ
ら

に
、
三
、
索
引
、
と
し
て
、
人
名
・
地
名
・
寺
社

名
・
宮
職
名
・
件
名
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
部
分
だ

け
で
四
〇
頁
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
配
慮
は
、
文
憲
集
の
公
刊
に
さ
い
し
従
来

と
も
そ
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
な
が
ら
作
業
の
厄

介
さ
の
た
め
に
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
て
い
な
い
も

の
で
あ
っ
て
、
真
に
利
用
者
の
便
宜
を
考
慮
さ
れ

た
か
か
る
仕
事
に
と
り
く
ま
れ
た
編
者
勝
田
疑
の

御
尽
力
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
箆
で
あ
る
。

　
た
だ
し
文
書
集
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か
の
欠
陥

が
な
く
も
な
い
。
そ
の
一
は
文
書
名
が
一
切
割
愛

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
二
に
は
原
本
に
よ
っ
て
校
合

せ
ず
、
島
根
県
庁
蔵
の
影
写
本
や
萩
藩
閥
閲
録
等

に
よ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
世
文
書
の
文
書

名
は
た
ん
な
る
寸
劇
し
で
は
な
く
、
編
者
の
読
み

の
深
さ
が
入
る
筈
で
あ
り
、
各
文
書
の
微
妙
な
問

題
に
つ
い
て
は
、
原
本
に
よ
る
検
討
が
ぜ
ひ
と
も

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
旧
梨
史
い
こ
の
新
屯
集
が

行
な
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
し
、
旧
累
史
に

は
あ
っ
た
各
種
記
録
か
ら
の
抄
録
も
割
愛
さ
れ
て

い
る
。
種
々
な
事
情
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
惜
し
ま

れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
近
世
篇
は
国
尽
に
は
出
雲
・
隠
岐
、
下
偲

に
は
天
領
・
浜
田
藩
・
津
和
野
藩
関
係
を
収
め
、

石
見
銀
山
旧
記
な
ど
記
録
や
各
種
冊
子
を
中
心
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。
近
代
編
は
、
山
口
藩
石
州
支

配
、
由
陰
道
鎮
撫
使
事
件
に
は
じ
ま
り
、
自
由
民

権
運
動
な
ど
系
統
別
に
、
文
書
記
録
か
ら
薪
聞
記

事
に
い
た
る
ま
で
を
集
成
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
本
書
に
か
ぎ
る
こ
と
で
は
な
い
が
、

こ
れ
ら
府
県
史
や
布
町
村
史
は
、
地
方
自
治
体
の

事
業
と
し
て
学
界
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
ま
こ
と
に

大
き
い
史
料
集
を
公
刊
さ
れ
な
が
ら
、
　
一
圏
の
平

板
を
も
っ
て
版
を
絶
ち
、
爾
後
は
い
た
ず
ら
に
髄

格
が
高
騰
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
こ
の
菓
態

は
何
と
か
改
善
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
島

根
県
当
局
が
、
年
々
若
干
の
費
用
を
投
ぜ
ら
れ
る

な
ら
、
こ
れ
ら
史
料
集
は
永
く
版
を
重
ね
得
る
は

ず
で
あ
る
。
旧
県
史
編
纂
い
ら
い
の
文
書
・
記
録

の
保
存
に
対
す
る
熱
意
が
、
こ
の
史
料
集
完
成
の

今
一
つ
の
陰
の
力
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
伝
統
を
う
け
つ
ぎ
、
北
陽
文
化
の
心
意
気
を

示
さ
れ
る
た
め
に
も
、
県
当
局
の
英
断
を
望
み
た

く
思
う
。
な
お
、
本
文
篇
の
う
ち
、
近
代
・
溌
代

の
二
巻
は
近
刊
と
聞
く
。
全
巻
の
一
日
も
早
い
完

成
を
期
待
す
る
。
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